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機能分類 /運営分類 大学 民間
公共
県 市 団体
機能・設備重視型 2 1(1) 2(1) 2 −
制作重視型 2 − − 1 2
キャリア支援重視型 1(1) 1 1 − 2(1)
研究・調査重視型 1(1) 1(1) 2 1(1) −
地域産業復興型 − − 1 − 4
情報発信型 2 − − − 1







勤務体制 シフト制 ○ 午前・午後 昨年度の来客数 年間（２年で 4.5万）人
スタッフ内訳 社員(常勤) アルバイト・学生 アルバイト・一般 ボランティア・学生 ボランティア・一般 スタッフ数(計)
受付 − 人 − 人 5 人 − 人 − 人 5 人
事務員 5 人 − 人 − 人 − 人 − 人 5 人
警備員 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
その他 4 人 − 人 − 人 数人 − 人 4＋数人
合計 9 人 − 人 5 人 − 人 − 人 14＋数人




平日 ( 10 )時∼( 19 )時 定休日 −
土日，祝日 ( 10 )時∼( 19 )時 年末年始 ○
入館料 有料 − 大人( )円 小人( )円 無料 ○
駐車場有無 × (無料) ( )台 最寄り駅 柏の葉キャンパス 駅
その他交通機関 バス 分 徒歩 1 分
ギャラリー有無 ○ 利用料
有料(一週間利用) ( − )円
無料 割引 −




1 2 3 4
デザイン講座 市民講座 − −
講座頻度 １週間に１回 情報誌発行有無 ○ 柏の葉アーバンデザインセンター
発行頻度 半年１回 資料・図書スペースの有無 ○
冊数
5000冊
貸し出しの有無 × 貸し出し期間 − 機材・道具利用有無 ○
レンタル道具
工房道具 画材 模型道具 手芸道具 パソコン PCソフト
○ − ○ − ○ ○
印刷器具 その他
PC台数 ( 不明 )台 利用可能なOS
Windows XP, Vista


















































勤務体制 シフト制 × ( ) 昨年度の来客数 年間(不明)人人
スタッフ内訳 社員(常勤) アルバイト・学生 アルバイト・一般 ボランティア・学生 ボランティア・一般 スタッフ数(計)
受付 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
事務員 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
警備員 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
その他 1 人 数人 − 人 数人 − 人 1 人
合計 1 人 − 人 − 人 − 人 − 人 1 人




平日 ( ９ )時∼( 18 )時 定休日 日，祝，夏季冬季休み
土日，祝日 ( − )時∼( − )時 年末年始 −
入館料 有料 − 大人( )円 小人( )円 無料 ○
駐車場有無 ○ (無料) ( 100 )台 最寄り駅 徳重・名古屋芸大 駅
その他交通機関 バス 分 徒歩 15 分
ギャラリー有無 ○ 利用料
有料(一週間利用) ( − )円
無料 割引 −




1 2 3 4
デザイン講座 美術 − −
講座頻度 １週間に１回 情報誌発行有無 ○ イベント案内，講座案内，毎号特集
発行頻度 年４回 資料・図書スペースの有無 ○
冊数
不明
貸し出しの有無 × 貸し出し期間 − 機材・道具利用有無 ○
レンタル道具
工房道具 画材 模型道具 手芸道具 パソコン PCソフト
○ − − − ○ −
印刷器具 その他
PC台数 ( ２ )台 利用可能なOS
Windows −

















































勤務体制 シフト制 × ( ) 昨年度の来客数 年間(625)人
スタッフ内訳 社員(常勤) アルバイト・学生 アルバイト・一般 ボランティア・学生 ボランティア・一般 スタッフ数(計)
受付 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
事務員 4 人 − 人 − 人 − 人 − 人 4 人
警備員 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
その他 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
合計 4 人 − 人 − 人 − 人 − 人 4 人




平日 ( 10 )時∼( 18 )時 定休日 土日，祝
土日，祝日 ( − )時∼( − )時 年末年始 −
入館料 有料 − 大人( )円 小人( )円 無料 ○
駐車場有無 ○ ( 有料 ) (2,200)台 最寄り駅 トレードセンター前 駅
その他交通機関 バス 分 徒歩 5 分
ギャラリー有無 ×○ 利用料
有料(一週間利用) ( − )円
無料 割引 −




1 2 3 4
デザイン講座 − − −
講座頻度 １年に１回 情報誌発行有無 × イベント案内，講座案内，毎号特集
発行頻度 ３ヶ月１回 資料・図書スペースの有無 ○
冊数
3,600冊
貸し出しの有無 × 貸し出し期間 − 機材・道具利用有無 ×
レンタル道具
工房道具 画材 模型道具 手芸道具 パソコン PCソフト
○ − − − ○ ○
印刷器具 その他
PC台数 ( − )台 利用可能なOS
Windows 不明













































































運営機関 大学運営 大学・公共・民間運営 公共団体 公共団体


















































































































































































































































































４ ま と め
4-1 本研究のまとめ
本研究によって，大学運営型デザインセンターが地域貢献に繋がることが確認できた。
問題点としては，地域への開放・認知と永続性が挙げられるため，地域住民に利用しやす
く，興味を持ってもらうために，広報や施設の敷居を高くしないこと，また，学生や周辺
地域と関わり，企画や活動での広がりを見せることが必要である。
4-2 今後の課題
大学運営型デザインセンターの地域の位置づけは重要である。地域の活動・企画の提案，
相談ができるようなフラットな部分と，他の施設と差をつけるために専門性を特化した部
分をつくることが課題である。また，地域の企業・連携を図るため，定期的な集会を行う
など，地域の意見の収集を行う核となる施設としての役割も重要である。
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図６ 椙山デザインセンターによる地域貢献モデル
